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は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
巻
二
十
末
部
に
、「
二
月
に
、
式
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣

の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
十
首
」
と
題
さ
れ
た
歌
群
は
あ
る注１
。
一
般
的
に

「
中
臣
清
麻
呂
の
自
宅
に
親
し
い
人
物
ら
が
集
い
、
清
麻
呂
を
寿
ぐ
宴
を

開
い
た
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
十
首
を
細
か
く
見
る
と
、所
々

に
不
可
解
な
点
が
あ
る
。

　

特
に
歌
群
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
〈
梅
〉
が
、〈
散
り
過
ぐ
る
〉

あ
る
い
は
〈
咲
き
散
る
〉
と
、
歌
に
よ
っ
て
異
な
る
様
子
で
あ
る
こ
と
に

疑
問
を
覚
え
る
。〈
散
り
過
ぐ
る
〉
と
は
、
一
般
的
に
花
が
完
全
に
散
り

終
わ
り
緑
一
色
に
な
っ
た
状
態
を
指
す注２
。
対
し
て
〈
咲
き
散
る
〉
は
、
花

が
完
全
に
散
り
終
わ
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る注３
。

　

即
ち
こ
の
場
に
お
い
て
詠
ま
れ
る
梅
は
、
一
方
は
散
り
果
て
た
梅
、
他

方
は
散
り
ゆ
く
過
程
に
あ
る
梅
で
あ
り
、
情
景
が
一
致
し
て
い
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
〈
梅
〉
に
焦
点
を
当
て
、
従
来
と
は
異
な
る
観
点
よ
り
こ

の
歌
群
を
検
討
す
る
。

一
　
二
種
類
の
〈
梅
〉

　

ま
ず
、
話
題
と
な
る
十
首
を
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
』

か
ら
引
用
す
る注４
。「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
で
は
「
十
五
首
」
と
括

ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
興
に
依
り
、
各
高
円
の
離
宮
処
を
思
ひ
て

作
る
歌
五
首
」
を
除
く
四
四
九
六
番
歌
か
ら
四
五
〇
五
番
歌
ま
で
を
取
り

上
げ
る
。
な
お
、
以
後
の
万
葉
歌
の
引
用
は
全
て
「
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
」『
萬
葉
集
』
か
ら
と
す
る
。

二
月
に
、
式
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
十

五
首

恨
め
し
く　

君
は
も
あ
る
か　

や
ど
の
梅
の　

散
り
過
ぐ
る
ま
で　

見
し
め
ず
あ
り
け
る

右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人 

（
巻
二
十
・
四
四
九
六
）

見
む
と
言
は
ば　

否
と
言
は
め
や　

梅
の
花　

散
り
過
ぐ
る
ま
で　

君
が
来
ま
さ
ぬ

中
臣
清
麻
呂
朝
臣
宅
宴
席
歌
考

│
│ 〈
梅
〉
解
釈
を
巡
っ
て 

│
│

長　
　
　

見　

菜　

子
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右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣 

（
巻
二
十
・
四
四
九
七
）

は
し
き
よ
し　

今
日
の
主
人
は　

磯
松
の　

常
に
い
ま
さ
ね　

今
も

見
る
ご
と

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持 

（
巻
二
十
・
四
四
九
八
）

我
が
背
子
し　

か
く
し
聞
こ
さ
ば　

天
地
の　

神
を
乞
ひ
禱
み　

長

く
と
そ
思
ふ

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣 

（
巻
二
十
・
四
四
九
九
）

梅
の
花　

香
を
か
ぐ
は
し
み　

遠
け
ど
も　

心
も
し
の
に　

君
を
し

そ
思
ふ

右
の
一
首
、
治
部
大
輔
市
原
王 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
〇
）

八
千
種
の　

花
は
う
つ
ろ
ふ　

常
盤
な
る　

松
の
さ
枝
を　

我
は
結

ば
な右

の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持 
（
巻
二
十
・
四
五
〇
一
）

梅
の
花　

咲
き
散
る
春
の　

長
き
日
を　

見
れ
ど
も
飽
か
ぬ　

磯
に

も
あ
る
か
も

右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
二
）

君
が
家
の　

池
の
白
波　

磯
に
寄
せ　

し
ば
し
ば
見
と
も　

飽
か
む

君
か
も

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
三
）

愛
し
と　

我
が
思
ふ
君
は　

い
や
日
異
に　

来
ま
せ
我
が
背
子　

絶

ゆ
る
日
な
し
に

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
四
）

磯
の
裏
に　

常
夜
日
来
住
む　

鴛
鴦
の　

惜
し
き
我
が
身
は　

君
が

ま
に
ま
に

右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
五
）

　

宴
は
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
二
月
に
催
さ
れ
た
。
伊
藤
博
氏
は
、

大
原
今
城
が
取
り
仕
切
っ
た
「
清
麻
呂
の
誕
生
日
の
寿
の
祝
い
」
で
あ
っ

た
と
推
定
し
て
い
る注５
。

　

和
歌
に
お
け
る
〈
梅
〉
の
様
相
を
確
認
す
る
。
十
首
の
う
ち
、
四
四
九

六
・
四
四
九
七
・
四
五
〇
〇
・
四
五
〇
二
番
の
四
首
が
梅
を
句
内
に
含
む
。

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
の
意
訳
を
ふ
ま
え
て
こ
の
四
首
を
通
読
し

た
い
。
冒
頭
四
四
九
六
番
歌
で
大
原
今
城
が
「
ひ
ど
い
人
で
あ
な
た
は
あ

る
よ
。
お
庭
の
梅
が
散
り
果
て
る
ま
で
、
見
せ
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た
」

と
中
臣
清
麻
呂
を
な
じ
り
、
清
麻
呂
が
四
四
九
七
番
歌
で
「
見
た
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
な
ん
で
い
や
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
梅
の
花
が
散
り

果
て
る
ま
で
、
あ
な
た
が
来
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。」
と
対
応
す
る
。

　

四
五
〇
〇
番
歌
で
市
原
王
が
「
梅
の
花
の
香
り
が
慕
わ
し
さ
に
、
遠
く

離
れ
て
い
ま
す
が
、
心
は
絶
え
ず
あ
な
た
を
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
清

麻
呂
を
褒
め
、
家
持
の
歌
を
挟
み
四
五
〇
二
番
歌
で
甘
南
備
伊
香
が
「
梅

の
花
が
ち
ら
ほ
ら
散
る
春
の
、
長
い
日
ず
っ
と
見
て
も
飽
き
な
い
、
お
庭

の
磯
で
す
な
あ
。」
と
追
従
す
る
。

　

宴
が
催
さ
れ
た
日
付
は
、
旧
暦
二
月
一
日
か
ら
九
日
の
間
、
太
陽
暦
の

三
月
十
四
日
か
ら
二
十
二
日
に
該
当
す
る
。
伊
藤
博
氏
は
「
い
き
な
り
梅

の
散
り
す
ぎ
た
こ
と
を
話
題
に
す
る
の
と
合
っ
て
い
る
」
と
し
、「
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
』
も
同
様
の
解
釈
を
と
っ
て
い
る注６
。
し

か
し
実
際
に
は
、
和
歌
に
よ
っ
て
梅
の
描
写
に
は
齟
齬
が
あ
る
。
そ
れ
に
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も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
相
違
点
を
説
明
し
た
注
釈
書
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
〈
梅
〉
を
含
む
万
葉
歌
は
一
一
八
首
あ
り
、
全
て
が
〈
女
性
の
喩
え
と

し
て
用
い
ら
れ
た
梅
〉
も
し
く
は
〈
植
物
の
梅
（
擬
人
化
を
含
む
）〉
に

分
類
で
き
た
。
そ
の
う
ち
梅
が
植
物
を
指
し
て
お
り
、
加
え
て
詳
細
な
日

時
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
当
該
歌
群
を
除
く
と
巻
五
「
梅
花
歌
卅

二
首
」、
巻
十
七
「
大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首
」、
そ

し
て
巻
十
九
「
二
月
二
日
に
、
守
の
館
に
会
集
し
宴
し
て
作
る
歌
一
首
」

の
三
群
が
該
当
す
る
。ま
ず
、「
梅
花
歌
卅
二
首
」
歌
群
の
序
文
を
挙
げ
る
。

天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
、
帥
老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申
べ

た
り
。
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ぐ
。
梅
は
鏡
前

の
粉
を
披
き
、
蘭
は
珮ば

い

後ご

の
香
を
薫
ら
す
。
加
し
か
の
み
に
あ
ら
ず
似
、
曙あ
さ
けの
嶺
に
雲

移
り
、
松
は
羅

う
す
も
のを
掛
け
て
蓋
を
傾
け
、
夕
の
岫く
き

に
露
結
び
、
鳥
は

縠う
す
も
のに

封と

ぢ
ら
れ
て
林
に
迷
ふ
。
庭
に
新
蝶
舞
ひ
、
空
に
は
故
雁
帰

る
。
…

　
「
帥
」
は
「
大
宰
帥
」、「
老
」
は
当
時
大
宰
帥
に
就
任
し
て
い
た
「
大

伴
旅
人
」
を
指
す
。
大
宰
府
に
赴
任
中
、
吉
田
宜
に
宛
て
贈
っ
た
歌
群
で

あ
る注７
。
題
詞
に
よ
れ
ば
、
旧
暦
正
月
十
三
日
は
梅
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て

い
た
と
み
え
る
が
、「
梅
花
歌
卅
二
首
」
の
一
首
、
八
二
三
番
歌
に
は
「
梅

の
花　

散
ら
く
は
い
づ
く　

し
か
す
が
に　

こ
の
城
の
山
に　

雪
は
降
り

つ
つ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
落
梅
の
時
期
で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る注８。
し
か
し
多
く
の
官
僚
の
歌
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
咲
く
梅
を
愛
で
る

宴
自
体
が
虚
構
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
以
上
を
考
慮
し
て
、
天
平
二

年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
の
大
宰
府
は
、
梅
が
ほ
こ
ろ
び
、
咲
き
始
め

る
時
期
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
た
い
。

　

次
に
巻
十
七
「
大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首
」
を
見

る
。
左
注
に
は
「
右
、
十
二
年
十
二
月
九
日
に
、
大
伴
宿
禰
書
持
作
る
。」

と
あ
る
が
、
こ
の
日
は
陽
暦
の
翌
年
一
月
初
旬
に
該
当
し
、
空
想
的
作
品

で
あ
る
可
能
性
が
高
く
参
考
に
は
し
な
い
。
最
後
に
、
巻
一
九
「
二
月
二

日
に
、
守
の
館
に
会
集
し
宴
し
て
作
る
歌
一
首
」
を
検
討
す
る
。

二
月
二
日
に
、
守
の
館
に
会
集
し
宴
し
て
作
る
歌
一
首

君
が
行
き　

も
し
久
に
あ
ら
ば　

梅
柳　

誰
と
共
に
か　

我
が
か
づ

ら
か
む

右
、
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
、
正
税
帳
を
以
て
、
京
師
に
入
る
べ
し
。

仍
り
て
守
大
伴
宿
禰
家
持
こ
の
歌
を
作
る
。
た
だ
し
、
越
中
の
風

土
に
、
梅
花
柳
絮
三
月
に
し
て
初
め
て
咲
く
の
み
。

 

（
巻
十
九
・
四
二
三
八
）

　

大
伴
家
持
が
越
中
に
赴
任
し
て
い
る
最
中
、
部
下
の
久
米
広
縄
が
上
京

し
た
の
を
機
に
創
作
し
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
二
日
は
陽
暦
三
月

七
日
に
あ
た
る
と
い
う注９
。
な
お
左
注
に
「
た
だ
し
、
越
中
の
風
土
に
、
梅

花
柳
絮
三
月
に
し
て
初
め
て
咲
く
の
み
。」
と
あ
る
の
に
注
意
し
た
い
。

越
中
で
は
旧
暦
三
月
に
「
よ
う
や
く
梅
の
花
が
開
花
す
る
」
と
注
記
し
て

お
り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
梅
は
咲
い
て
い
な
い
。
旧
暦
三
月
は
、
太
陽

暦
に
お
い
て
は
お
お
よ
そ
四
月
に
相
当
す
る
。

　

以
上
の
情
報
を
用
い
て
、
梅
の
開
花
時
期
を
検
討
す
る
。
大
宰
府
で
は
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旧
暦
正
月
十
三
日
の
時
点
で
咲
き
始
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
満
開
に
な
る

の
は
数
週
間
後
の
旧
暦
正
月
末
で
あ
る
。
す
ぐ
散
る
桜
と
異
な
り
、
梅
は

開
花
し
た
日
時
よ
り
一
ヵ
月
近
く
咲
き
続
け
る
。
陽
暦
に
換
算
す
れ
ば
、

二
月
上
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
咲
く
と
推
測
で
き
る
。

　

対
し
て
越
中
で
は
、「
開
花
時
期
は
（
旧
暦
）
三
月
」
と
あ
る
通
り
、

相
当
遅
れ
た
時
分
に
花
が
開
き
始
め
る
た
め
、
気
候
条
件
に
よ
っ
て
は
陽

暦
で
四
月
の
終
わ
り
頃
ま
で
咲
く
こ
と
も
あ
り
う
る
。
奈
良
時
代
の
大
宰

府
と
越
中
に
お
い
て
は
、
多
少
の
誤
差
を
加
味
し
て
も
梅
の
開
花
時
期
に

約
二
ヶ
月
程
度
の
地
域
差
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
時
代
の
開
花
時

期
は
現
代
と
大
差
な
い
と
い
え
る注1注
。

　

以
上
の
内
容
を
考
慮
し
て
、
再
度
当
該
歌
群
を
検
討
す
る
。
四
四
九

六
・
四
四
九
七
番
歌
は
〈
梅
が
散
り
過
ぎ
る
〉
と
、
梅
の
花
が
散
り
果
て

た
状
態
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
四
五
〇
〇
番
・
四
五
〇
二
番
歌
は
散
り

終
わ
っ
た
は
ず
の
梅
を
持
ち
出
し
、
そ
の
風
情
や
香
り
を
讃
え
て
い
る
。

　

宴
が
催
さ
れ
た
旧
暦
二
月
一
日
か
ら
九
日
、
即
ち
陽
暦
三
月
十
四
日
か

ら
二
十
二
日
は
、
三
月
中
旬
に
相
当
す
る
。
梅
の
散
り
時
で
は
あ
る
が
、

花
が
開
い
て
か
ら
散
り
終
わ
る
ま
で
約
一
ヵ
月
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
四
四
九
六
・
四
四
九
七
番
歌
の
よ
う
な
〈
梅
が
完
全
に
散
り
終
わ
っ

た
〉
状
況
だ
と
は
断
言
で
き
な
い
時
分
な
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
期
日

の
う
ち
最
も
早
い
旧
暦
二
月
一
日
に
催
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
日
は
陽

暦
三
月
十
四
日
に
相
当
す
る
。
恒
常
的
な
気
候
で
あ
れ
ば
、
梅
の
花
が
咲

い
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。

　

対
し
て
四
五
〇
二
番
歌
が
清
麻
呂
邸
の
庭
に
生
育
す
る
梅
を
詠
ん
だ
歌

で
あ
る
の
は
内
容
か
ら
し
て
明
瞭
で
あ
り
、〈
植
物
の
梅
〉
の
様
子
、
そ

し
て
当
時
の
開
花
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
蓋
然
性
が
あ
る
。
四
四
九
六

番
歌
、
四
四
九
七
番
歌
を
「
梅
が
散
り
果
て
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
注
釈

書
で
も
、
四
五
〇
二
番
歌
の
梅
に
関
し
て
は
「
咲
い
て
い
る
」
と
見
な
し

て
い
る
た
め
、
七
五
八
年
旧
暦
二
月
上
旬
、
ま
た
は
陽
暦
三
月
中
旬
の
奈

良
は
、〈
梅
が
咲
き
誇
る
〉
状
況
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
の
が
順
当
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
『
万
葉
集
』
に
あ
る
〈
咲
き
散
る
〉
ま
た
は
〈
散
り
過
ぐ
〉
を

含
む
和
歌
を
精
査
し
、
詠
ま
れ
る
梅
の
状
態
を
よ
り
具
体
的
に
分
析
し
た

い
。『
万
葉
集
』
に
は
〈
咲
き
散
（
る
）〉
を
含
む
歌
、〈
散
り
す
（
ぐ
）〉

を
含
む
歌
は
多
々
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
も
の
を
挙
げ
て
考
察

す
る注1注
。
ま
ず
〈
咲
き
散
る
〉
だ
が
、
例
と
し
て
八
四
一
番
歌
、
一
九
〇
〇

番
歌
、
三
一
二
九
番
歌
を
挙
げ
る
。

う
ぐ
い
す
の　

音
聞
く
な
へ
に　

梅
の
花　

我
家
の
園
に　

咲
き
て

散
る
見
ゆ 

（
巻
五
・
八
四
一
）

梅
の
花　

咲
き
散
る
園
に　

我
行
か
む　

君
が
使
ひ
を　

片
待
ち
が

て
り 

（
巻
十
・
一
九
〇
〇
）

桜
花　

咲
き
か
も
散
る
と　

見
る
ま
で
に　

誰
か
も
こ
こ
に　

見
え

て
散
り
行
く 

（
巻
十
二
・
三
一
二
九
）

　

八
四
一
番
歌
は
「
梅
花
歌
卅
二
首
」
の
う
ち
の
一
首
で
あ
り
、〈
見
頃

の
梅
を
鑑
賞
す
る
〉
と
い
う
趣
旨
の
も
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
の

〈
咲
き
散
る
〉
は
、
花
が
咲
き
誇
る
様
子
を
表
し
た
一
例
で
あ
る
。
一
九

〇
〇
番
歌
は
、
歌
意
の
み
で
は
梅
の
状
態
を
推
し
量
る
こ
と
は
難
し
い
。
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し
か
し
第
五
句
の
原
文
は
「
片
待
香
花
光
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
作
者

が
梅
の
花
が
照
り
輝
い
た
状
況
を
想
定
し
て
創
作
し
た
可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
る注1注
。
三
一
二
九
番
歌
は
、
人
の
往
来
を
桜
花
が
咲
き
散
る
様
子
に

喩
え
て
い
る
。
第
五
句
に
「
見
え
て
散
り
ゆ
く
」
と
あ
る
の
で
、
桜
が
花

開
き
散
っ
て
い
く
一
連
の
過
程
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
〈
散
り
過
ぐ
〉
を
含
む
歌
を
見
る
。
例
と
し
て
一
四
八
九
番
歌
、

二
二
八
六
番
歌
、
三
三
三
三
番
歌
、
四
三
九
五
番
歌
を
挙
げ
る
。

大
伴
家
持
が
橘
の
花
を
惜
し
む
歌
一
首

我
が
や
ど
の　

花
橘
は　

散
り
過
ぎ
て　

玉
に
貫
く
べ
く　

実
に
な

り
に
け
り 

（
巻
八
・
一
四
八
九
）

我
が
や
ど
に　

咲
き
し
秋
萩　

散
り
過
ぎ
て　

実
に
な
る
ま
で
に　

君
に
逢
は
ぬ
か
も 
（
巻
十
・
二
二
八
六
）

大
君
の　

命
恐
み　

あ
き
づ
島　

大
和
を
過
ぎ
て　

大
伴
の　

三
津

の
浜
辺
ゆ　

大
船
に　

ま
梶
し
じ
貫
き　

朝
な
ぎ
に　

水
手
の
声　

し
つ
つ　

夕
な
ぎ
に　

梶
の
音
し
つ
つ　

行
き
し
君　

い
つ
来
ま　

さ
む
と　

大
占
置
き
て　

斎
ひ
渡
る
に　

狂
言
か　

人
の
言
ひ
つ　

る　

我
が
心　

筑
紫
の
山
の　

も
み
ち
葉
の　

散
り
過
ぎ
に
き
と　

君
が
た
だ
か
を 

（
巻
十
三
・
三
三
三
三
）

独
り
竜
田
山
の
桜
花
を
惜
し
む
歌
一
首

竜
田
山　

見
つ
つ
越
え
来
し　

桜
花　

散
り
か
過
ぎ
な
む　

我
が
帰

る
と
に 

（
巻
二
十
・
四
三
九
五
）

　

一
四
八
九
番
歌
・
二
二
八
六
番
歌
は
、
花
が
散
り
果
て
て
実
が
生
っ
た

状
態
を
詠
ん
で
い
る
。
三
三
三
三
番
歌
は
挽
歌
で
あ
り
、
人
が
身
罷
っ
た

様
を
紅
葉
が
散
る
こ
と
に
喩
え
て
い
る
。
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
表
す
た
め

に
、〈
散
り
過
ぐ
〉
を
用
い
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
四
三
九
五
番
歌

は
、
山
を
越
え
る
道
中
は
満
開
で
あ
っ
た
桜
が
、
帰
る
時
に
は
す
っ
か
り

散
り
終
わ
っ
て
い
る
状
態
を
対
比
表
現
し
た
歌
で
あ
る
。

　

以
上
に
鑑
み
る
と
、〈
咲
き
散
る
〉
と
〈
散
り
過
ぐ
〉
に
は
明
確
に
違

い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。〈
咲
き
散
る
〉
は
、
散
っ
た
花
・
咲
き
誇
る

花
が
混
在
す
る
見
ご
ろ
の
状
態
を
、〈
散
り
過
ぐ
〉
は
花
弁
が
す
べ
て
散

り
実
が
生
っ
て
い
る
と
い
っ
た
、
旬
を
完
全
に
過
ぎ
た
状
態
を
表
し
て
い

る
と
い
え
る
。〈
咲
き
散
る
〉
が
〈
散
り
果
て
る
〉
と
解
釈
さ
れ
た
も
の

も
中
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
完
了
や
過
去
を
表
す
助
動
詞
と
共
に
用
い
ら

れ
た
も
の
で
、
四
五
〇
二
番
歌
は
そ
の
例
に
該
当
し
な
い
。

　

背
景
の
異
な
る
二
つ
の
表
現
が
見
ら
れ
る
の
が
、
当
該
歌
群
に
お
け
る

一
番
の
問
題
で
あ
る
。
庭
の
梅
花
が
例
の
よ
う
に
〈
散
り
過
ぎ
た
〉
と
称

さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
な
ら
、
新
芽
が
芽
吹
い
た
木
ば
か
り
と
な
り
、
梅

の
花
を
鑑
賞
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
四
五
〇
二
番
歌
で
、
庭
に
咲
く
梅

と
の
ど
か
な
春
を
対
称
に
し
て
い
る
の
を
み
て
も
、
状
況
は
嚙
み
合
っ
て

お
ら
ず
、
当
時
の
中
臣
清
麻
呂
宅
に
は
、〈
散
り
終
わ
っ
た
梅
〉
と
〈
散

る
渦
中
の
梅
〉
の
二
種
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

梅
は
時
に
〈
女
性
の
比
喩
〉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
先
述
し
た
が
、

筆
者
は
四
四
九
六
・
四
四
九
七
番
歌
の
〈
梅
の
花
〉
は
彼
の
娘
を
指
し
て

い
る
と
推
察
す
る
。
以
前
、
拙
論
「
花
か
つ
み
考
」
に
お
い
て
中
臣
女
郎

の
和
歌
を
取
り
上
げ
た
際
、
終
章
で
清
麻
呂
の
娘
で
あ
る
可
能
性
に
触
れ

た注1注。
ま
た
清
麻
呂
に
娘
が
い
た
こ
と
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
記
載
が
あ
り注1注
、
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梅
が
娘
を
指
す
こ
と
は
十
分
に
考
え
う
る
。
以
下
、
そ
の
根
拠
を
確
認
す

る
。〈
梅
の
花
〉
を
女
性
に
喩
え
る
事
例
は
『
万
葉
集
』
に
多
い
。
加
え

て
〈
梅
の
花
が
咲
い
て
散
っ
た
〉
と
い
う
表
現
は
、
女
性
が
男
性
と
関
係

を
持
っ
た
暗
喩
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
の
梅
の
歌
一
首

梅
の
花　

咲
き
て
散
り
ぬ
と　

人
は
言
へ
ど　

我
が
標
結
ひ
し　

枝

な
ら
め
や
も 

（
巻
三
・
四
〇
〇
）

　

こ
の
歌
は
、
作
者
が
目
を
つ
け
て
い
た
女
性
が
成
人
し
人
妻
と
な
っ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
四
四
九
六
・
四
四
九
七
番
歌
の
構
図
と
も
似
て

い
る
。『
万
葉
集
』
に
は
こ
の
よ
う
な
例
が
散
見
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
当
該
宴
歌
群
の
梅
は
〈
植
物
の
梅
〉
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
て
い
た
の

か
。
娘
の
存
在
が
周
知
で
な
か
っ
た
こ
と
が
主
だ
ろ
う
が
、
一
つ
は
清
麻

呂
の
庭
園
を
讃
え
る
内
容
が
歌
群
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
〈
や
ど
〉
と
共
に
詠
ま
れ
た
植
物
が
間
接
的
に
女
性
を
指
す
例
は

『
万
葉
集
』
に
数
例
あ
る
。
一
部
を
以
下
に
記
す
。

山
部
宿
禰
赤
人
が
歌
一
首

我
が
や
ど
に　

韓
藍
蒔
き
生
ほ
し　

枯
れ
ぬ
と
も　

懲
り
ず
て
ま
た

も　

蒔
か
む
と
そ
思
ふ 

（
巻
三
・
三
八
四
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
橘
の
歌
一
首

橘
を　

や
ど
に
植
ゑ
生
ほ
し　

立
ち
て
居
て　

後
に
悔
ゆ
と
も　

験

あ
ら
め
や
も 

（
巻
三
・
四
一
〇
）

我
が
や
ど
に　

生
ふ
る
土
針　

心
ゆ
も　

思
は
ぬ
人
の　

衣
に
摺
ら

ゆ
な 

（
巻
七
・
一
三
三
八
）

我
妹
子
が　

や
ど
の
秋
萩　

花
よ
り
は　

実
に
な
り
て
こ
そ　

恋
増

さ
り
け
れ 

（
巻
七
・
一
三
六
五
）

我
が
や
ど
に　

植
ゑ
生
ほ
し
た
る　

秋
萩
を　

誰
か
標
刺
す　

我
に

知
ら
え
ず 

（
巻
十
・
二
一
一
四
）

　

三
八
四
番
歌
は
譬
喩
歌
で
あ
る
一
三
六
二
番
歌
と
類
似
し
て
お
り
、
一

三
六
二
番
歌
と
同
じ
く
、
韓
藍
が
女
性
を
表
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る注1注
。
四

一
〇
番
歌
は
作
者
の
大
伴
坂
上
郎
女
が
、
自
分
の
娘
を
橘
に
仮
託
し
、
庇

護
対
象
と
し
て
気
を
も
む
様
子
を
歌
に
し
て
い
る
。
一
三
三
八
番
歌
も
同

様
で
あ
る
。
一
三
六
五
番
歌
は
植
物
の
秋
萩
と
妻
を
二
重
に
と
り
、
花
が

咲
い
て
い
る
時
（
恋
人
の
時
分
）
よ
り
も
実
に
な
っ
て
（
妻
と
結
婚
し
て
）

か
ら
の
方
が
幸
せ
だ
と
詠
っ
て
い
る
。
二
一
一
四
番
歌
は
秋
萩
が
女
性
の

暗
喩
と
な
っ
て
い
る
。

　
〈
や
ど
の
梅
〉
が
植
物
の
梅
だ
と
い
う
解
釈
は
、
四
五
〇
二
番
歌
か
ら

推
察
さ
れ
固
定
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
上
記
の
よ
う
に
女
性

が
植
物
の
梅
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
〈
や

ど
の
梅
〉
を
四
五
〇
二
番
歌
と
同
様
に
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
。
更
に
当

該
歌
群
で
は
一
貫
し
て
、
清
麻
呂
宅
の
庭
を
〈
磯
〉
と
表
記
し
て
い
る
点

も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
宴
席
歌
群
と
類
似
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
歌
群
に
、

巻
四
「
大
伴
家
持
、
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
三
首
」「
ま
た

家
持
、
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
贈
る
歌
二
首
」
が
あ
る
。
そ
の
五
首
を
列
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挙
す
る
。大

伴
宿
禰
家
持
が
、
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
報
へ
贈
る
歌
三
首

春
の
雨
は　

い
や
し
き
降
る
に　

梅
の
花　

い
ま
だ
咲
か
な
く　

い

と
若
み
か
も 

（
巻
四
・
七
八
六
）

夢
の
ご
と　

思
ほ
ゆ
る
か
も　

は
し
き
や
し　

君
が
使
ひ
の　

ま
ね

く
通
へ
ば 

（
巻
四
・
七
八
七
）

う
ら
若
み　

花
咲
き
難
き　

梅
を
植
ゑ
て　

人
の
言
し
み　

思
ひ
そ

我
が
す
る 

（
巻
四
・
七
八
八
）

ま
た
家
持
が
藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
に
贈
る
歌
二
首

心
ぐ
く　

思
ほ
ゆ
る
か
も　

春
霞　

た
な
び
く
時
に　

言
の
通
へ
ば

 
（
巻
四
・
七
八
九
）

春
風
の　

音
に
し
出
な
ば　

あ
り
さ
り
て　

今
な
ら
ず
と
も　

君
が

ま
に
ま
に 

（
巻
四
・
七
九
〇
）

　
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
』
は
こ
の
歌
群
を
「
藤
原
久
須

麻
呂
の
家
持
の
娘
に
対
す
る
求
婚
の
歌
」
と
み
て
い
る
が
、
諸
注
釈
が
同

様
の
解
釈
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
蓋
然
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
歌
群
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
七
九
〇
番
歌
で
あ
る
。
阿
蘇
瑞

枝
氏
は
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
に
お
い
て
「「
君
が
ま
に
ま
に
」
の
表
現

は
集
中
、
本
歌
例
を
含
め
て
十
三
例
あ
り
、
巻
三
の
市
原
王
の
歌
、
家
持

の
娘
へ
の
求
婚
歌
を
除
く
他
の
例
は
、
い
ず
れ
も
作
者
不
明
の
相
聞
歌
で

あ
る
。」
と
指
摘
す
る注1注
。
市
原
王
の
該
当
歌
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

い
な
だ
き
に　

き
す
め
る
玉
は　

二
つ
な
し　

か
に
も
か
く
に
も　

君
が
ま
に
ま
に 

（
巻
三
・
四
一
二
）

　

家
持
の
歌
と
似
通
っ
た
、
若
い
同
僚
に
娘
を
娶
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
君
が
ま
に
ま
に
」
を
含
む
歌
は
遍
く

恋
愛
や
婚
姻
に
関
す
る
歌
で
あ
り
、
四
五
〇
五
番
歌
も
例
外
な
く
こ
れ
ら

に
準
じ
た
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
宴
に
家
持
・
市
原
王
両

人
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
に
含
ま
れ
る
〈
婚
姻
〉
の
意
図
を

前
提
と
し
て
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
で
な
く
と
も
自
作
の
和
歌

の
表
現
が
浮
か
ぶ
状
況
に
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
四
五
〇
五
番
歌
は
市

原
王
も
し
く
は
家
持
の
当
該
相
聞
歌
に
準
じ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

　

こ
の
歌
群
の
後
に
久
須
麻
呂
の
返
歌
が
続
く
が
、
家
持
の
歌
は
七
九
〇

番
歌
以
降
み
ら
れ
な
い
。
清
麻
呂
宅
宴
席
歌
群
が
婚
姻
を
寿
ぐ
歌
群
で

あ
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
家
持
の
歌
群
と
同
様
に
、「
君
が
ま
に
ま
に
」

で
宴
席
歌
群
が
終
る
の
は
意
図
的
だ
ろ
う
。

　

気
に
か
か
る
の
は
、
家
持
・
市
原
王
ら
が
自
ら
作
歌
し
て
い
る
反
面
、

四
五
〇
五
番
歌
の
場
合
は
父
親
の
清
麻
呂
で
は
な
く
〈
大
原
今
城
〉
が
作

歌
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
四

五
〇
五
番
歌
は
清
麻
呂
が
詠
む
の
が
必
至
で
あ
り
違
和
感
が
拭
え
な
い
。

　

歌
群
末
尾
の
四
五
〇
五
番
歌
だ
け
で
な
く
、
冒
頭
歌
の
四
四
九
六
番
歌

も
今
城
の
作
で
あ
る
。
宴
の
口
火
を
切
っ
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
こ
の

宴
に
対
す
る
今
城
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
な
ぜ
今
城
は
宴
に
執
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心
し
て
い
た
の
か
。
次
章
で
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
。

二
　
政
治
的
側
面
か
ら
の
検
討

　

十
首
の
中
で
今
城
が
自
作
し
た
歌
は
、
四
四
九
六
番
歌
と
四
五
〇
五
番

歌
で
あ
る
。
四
四
九
六
番
歌
と
四
五
〇
五
番
歌
を
再
掲
す
る
。

恨
め
し
く　

君
は
も
あ
る
か　

や
ど
の
梅
の　

散
り
過
ぐ
る
ま
で　

見
し
め
ず
あ
り
け
る 

（
巻
二
十
・
四
四
九
六
）

磯
の
裏
に　

常
夜
日
来
住
む　

鴛
鴦
の　

惜
し
き
我
が
身
は　

君
が

ま
に
ま
に 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
五
）

　

四
四
九
六
番
歌
が
清
麻
呂
女
（
梅
）
を
寓
意
し
た
詠
歌
で
あ
る
と
す
れ

ば
、「
あ
な
た
は
恨
め
し
い
方
で
す
ね
。
娘
さ
ん
が
男
性
と
契
る
ま
で
、

娘
さ
ん
を
私
に
は
見
せ
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。」
と
い
っ
た

意
訳
が
で
き
る
。
今
城
が
こ
の
宴
に
積
極
的
だ
っ
た
と
す
る
と
、
歌
の
表

意
と
は
裏
腹
に
今
城
は
清
麻
呂
の
娘
の
婚
姻
を
喜
ん
で
い
た
と
解
釈
で
き

る
。
清
麻
呂
の
返
歌
も
含
め
る
と
、
両
人
事
情
を
承
知
の
上
で
戯
れ
の
歌

を
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
。『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
清
麻
呂
女
は
藤
原
巨

勢
麻
呂
の
子
息
〈
藤
原
瀧
麻
呂
〉
と
婚
姻
し
た
よ
う
で
あ
る
。
清
麻
呂
の

子
息
〈
中
臣
諸
魚
〉
は
七
四
三
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
中
臣
女
郎
も
七
四

〇
年
代
前
後
に
誕
生
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
宴
が
催
さ
れ
た
七
五
八
年
に

は
結
婚
適
齢
期
に
相
当
す
る
。

　

瀧
麻
呂
の
父
〈
藤
原
巨
勢
麻
呂
〉
の
出
自
は
藤
原
南
家
で
あ
り
、
藤
原

仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
政
権
の
も
と
兄
と
共
に
南
家
を
興
隆
さ
せ
た
が
、

七
六
四
年
の
恵
美
押
勝
の
乱
の
際
に
兄
弟
共
々
処
刑
さ
れ
た
。
七
五
八
年

は
仲
麻
呂
が
健
在
で
あ
り
、
巨
勢
麻
呂
も
乗
じ
て
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
。

　

巨
勢
麻
呂
の
子
息
と
清
麻
呂
女
が
婚
姻
す
る
こ
と
は
、
今
城
に
と
っ
て

望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
今
城
と
家
持
の
関
係
に
つ
い

て
、
木
本
好
信
氏
は
『
万
葉
時
代
の
人
び
と
と
政
争
』
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る注1注
。

…
（
※
家
持
は
）
天
平
宝
字
元
年
六
月
に
年
足
が
兵
部
卿
に
補
任
さ

れ
た
の
と
同
時
に
兵
部
大
輔
に
転
任
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係

か
ら
年
足
は
、
仲
麻
呂
政
権
の
成
立
に
あ
た
っ
て
政
治
的
に
微
妙
な

立
場
に
い
た
家
持
を
擁
護
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
前

後
に
大
原
今
城
と
の
交
遊
が
『
万
葉
集
』
に
よ
っ
て
頻
繁
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
も
、
仲
麻
呂
派
の
今
城
を
つ
う
じ
て
仲
麻
呂
か
ら

の
疑
惑
を
払
拭
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
も
推
察
で
き
る
し
、
巻
二

十
・
四
五
一
四
番
歌
に
同
年
二
月
「
内
相
の
宅
に
渤
海
大
使
小
野
田

守
朝
臣
等
に
餞
す
る
宴
の
歌
」
と
し
て
、
紫
微
内
相
仲
麻
呂
宅
で
の

宴
に
参
加
し
て
、
披
露
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
「
青
海
原　

風
波
な

び
き　

行
く
さ
来
さ　

障
む
こ
と
な
く　

船
は
早
け
む
」
と
詠
ん
で

い
る
と
こ
ろ
に
、
家
持
の
保
身
の
た
め
の
心
情
を
推
知
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
…

（
傍
線
は
私
に
付
し
た
。
引
用
文
献
を
強
調
す
る
場
合
は
、
以
後
同

様
の
措
置
を
と
る
。
ま
た
、
※
箇
所
は
、
便
宜
上
筆
者
が
独
自
に
つ

け
加
え
た
。）
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家
持
は
仲
麻
呂
が
持
つ
疑
惑
を
払
拭
す
る
た
め
、
大
原
今
城
と
頻
繁
に

接
触
し
て
い
た
よ
う
だ
。
今
城
を
中
立
の
立
場
と
み
る
説
も
多
い
が
、
恵

美
押
勝
の
乱
が
起
る
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
正
月
七
日
に
は
仲
麻
呂

（
押
勝
）
政
権
の
も
と
従
五
位
上
を
授
か
っ
て
い
る
（
清
麻
呂
は
従
四
位

上
を
授
か
る
）。
対
し
て
家
持
は
同
年
正
月
二
十
一
日
に
薩
摩
守
に
左
遷

さ
れ
て
お
り
、
待
遇
に
差
が
み
え
る
（
宴
に
同
席
し
た
甘
南
備
真
人
伊
香

は
主
税
頭
に
昇
進
）。

　

そ
の
後
同
年
九
月
十
八
日
に
押
勝
は
討
伐
さ
れ
、
翌
年
二
月
五
日
紀
朝

臣
広
純
が
薩
摩
守
へ
任
じ
ら
れ
た
の
を
も
っ
て
家
持
は
帰
京
し
た
と
思
わ

れ
る
。
今
城
は
道
鏡
が
下
野
国
薬
師
寺
へ
下
っ
た
一
年
後
（
七
七
一
）
に

従
五
位
上
に
復
す
ま
で
無
位
で
あ
っ
た注1注
。

　

ま
た
、
今
城
と
仲
麻
呂
派
の
親
交
を
示
唆
す
る
歌
群
が
あ
る
。

三
月
四
日
に
、
兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城
の
宅
に
し
て
宴
す
る
歌

一
首

あ
し
ひ
き
の　

八
つ
峰
の
椿　

つ
ら
つ
ら
に　

見
と
も
飽
か
め
や　

植
ゑ
て
け
る
君

右
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
、
植
ゑ
た
る
椿
を
属
て
作
る
。

 

（
巻
第
二
十
・
四
四
八
一
）

堀
江
越
え　

遠
き
里
ま
で　

送
り
来
る　

君
が
心
は　

忘
ら
ゆ
ま
し

じ
右
の
一
首
、
播
磨
介
藤
原
朝
臣
執
弓
、
任
に
赴
き
て
別
れ
を
悲
し

ぶ
る
な
り
。
主
人
大
原
今
城
伝
へ
読
み
て
云
爾
。

 

（
巻
第
二
十
・
四
四
八
二
）

　

執
弓
（
真
先
・
真
光
）
は
仲
麻
呂
の
子
息
で
、
恵
美
押
勝
の
乱
に
際
し

天
平
宝
字
八
年
九
月
十
八
日
に
射
殺
さ
れ
た
。
乱
で
は
軍
勢
を
率
い
て
仲

麻
呂
と
共
に
戦
っ
て
お
り
、
仲
麻
呂
派
の
中
枢
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

阿
蘇
瑞
枝
氏
が
「
反
仲
麻
呂
派
の
結
集
が
ひ
そ
か
に
企
て
ら
れ
て
い
る

中
、
仲
麻
呂
と
の
親
し
さ
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。」
と
指

摘
す
る
よ
う
に注1注
、
己
の
立
場
を
模
索
し
関
係
を
深
め
よ
う
と
す
る
家
持
を

あ
し
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
上
記
を
考
慮
す
る
と
、
今
城
は
仲

麻
呂
派
に
深
く
与
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
乱
に
連
座
し
て
官
位
を
剥
奪
さ

れ
た
、
と
み
る
の
が
最
も
道
理
に
合
う
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
木
本
氏
は

同
書
内
に
お
い
て
、〈
藤
原
久
須
麻
呂
か
ら
の
娘
に
対
す
る
求
愛
事
情
〉

を
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る注2注
。

…
こ
の
よ
う
に
政
治
的
に
拮
抗
し
つ
つ
も
、
畏
敬
す
る
諸
兄
と
そ
の

政
権
が
仲
麻
呂
に
よ
っ
て
崩
壊
へ
と
追
い
つ
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
の
時
、
家
持
は
そ
の
仲
麻
呂
の
息
子

で
あ
る
久
須
麿
か
ら
娘
へ
の
求
愛
を
、
北
山
氏
の
い
う
よ
う
に
素
直

に
「
良
縁
と
し
て
悦
ん
だ
」
と
は
思
え
な
い
。
無
頓
着
と
も
い
え
る

こ
の
久
須
麿
の
行
動
に
、
家
持
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
保
身
と
い
う
こ

と
を
も
併
考
し
て
無
下
に
も
断
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
が
真
実
で
あ
ろ
う
。
七
八
七
・
七
九
〇
番
歌
に
そ
の
よ
う
な
家

持
の
心
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
…
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家
持
は
仲
麻
呂
子
息
の
娘
へ
の
求
愛
を
快
諾
し
な
か
っ
た
。
今
城
と
も

水
面
下
で
は
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
影
響

か
、
家
持
は
こ
の
宴
席
に
お
い
て
〈
梅
〉
を
冠
し
た
歌
を
全
く
詠
ん
で
い

な
い
。
久
須
麿
と
歌
を
交
わ
し
た
天
平
十
四
〜
十
八
年
頃
よ
り
数
年
が
経

過
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
（
七
五
七
）」
の
記
憶
も
新

し
い
中
で
、
親
し
い
友
人
の
娘
と
仲
麻
呂
関
係
者
と
の
婚
姻
に
は
、
思
う

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

対
す
る
今
城
は
四
五
〇
五
番
歌
に
み
え
る
よ
う
に
、
清
麻
呂
の
行
動
を

歓
迎
し
相
聞
に
準
じ
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
家
持
の
贈
答
歌
に
似
せ
た
の

は
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
家
持
へ
の
当
て
つ
け
と
も
受
け
取
れ
る
。
こ
の
宴

以
後
の
清
麻
呂
の
進
退
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
倉
本
一
宏
氏
は
、『
藤
原

氏
│
│
権
力
中
枢
の
一
族
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る注2注
。

（
※
天
平
宝
字
六
年
）
十
二
月
、
押
勝
は
乾
政
官
首
脳
部
に
大
規
模

な
異
動
を
行
な
っ
た
。
…
（
中
略
）
…
訓
儒
麻
呂
・
朝
獦
と
い
っ
た

自
己
の
子
息
、
そ
れ
に
中
臣
清
麻
呂
・
石
川
豊
成
と
い
っ
た
腹
心
を
、

そ
れ
ぞ
れ
任
じ
、
そ
の
権
力
を
補
強
し
た
（『
続
日
本
紀
』）。
…
（
中

略
）
…
押
勝
の
略
伝
に
、「
其
の
他
の
顕
要
の
官
は
、
婚
戚
で
な
い

も
の
は
な
か
っ
た
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
…

 

（
※
箇
所
は
、
便
宜
上
筆
者
が
独
自
に
つ
け
加
え
た
。）

　

結
果
と
し
て
、
清
麻
呂
女
と
巨
勢
麻
呂
子
息
と
の
婚
姻
は
清
麻
呂
の
出

世
の
足
掛
か
り
と
な
り
、
数
年
後
に
清
麻
呂
は
仲
麻
呂
政
権
下
に
お
い
て

重
役
に
登
用
さ
れ
た
。
清
麻
呂
女
と
巨
勢
麻
呂
子
息
の
婚
姻
は
相
応
の
効

力
を
発
揮
し
、
仲
麻
呂
の
信
用
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
家
持
が
危
惧
し
た

通
り
に
事
態
は
動
い
た
と
み
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
該
歌
群
と
そ
れ
に
続
く
五
首
に
加
え
「
山
斎
を
属
目
し

て
作
る
歌
三
首
」
も
同
時
の
作
で
あ
る
と
す
る
指
摘
は
多
い
。
こ
の
歌
群

で
〈
三
形
王
〉
と
い
う
人
物
が
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。
宴

の
約
一
年
前
に
三
形
王
の
宅
で
詠
ま
れ
た
四
四
八
三
番
歌
、
そ
し
て
続
く

四
四
八
四
番
歌
は
家
持
の
立
場
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

勝
宝
九
歳
六
月
二
十
三
日
に
、
大
堅
物
三
形
王
の
宅
に
し
て
宴
す

る
歌
一
首

移
り
行
く　

時
見
る
ご
と
に　

心
痛
く　

昔
の
人
し　

思
ほ
ゆ
る
か

も
右
、
兵
部
大
輔
大
伴
宿
禰
家
持
が
作 

（
巻
二
十
・
四
四
八
三
）

咲
く
花
は　

う
つ
ろ
ふ
時
あ
り　

あ
し
ひ
き
の　

山
菅
の
根
し　

長

く
は
あ
り
け
り

右
の
一
首
、
大
伴
宿
禰
家
持
、
物
色
の
変
化
ふ
こ
と
を
悲
し
び
怜

び
て
作
る
。 

（
巻
二
十
・
四
四
八
四
）

　

上
記
の
二
首
は
、
天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）
に
起
こ
る
「
橘
奈
良
麻

呂
の
乱
」
を
予
見
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
三
形
王
に
関
し
て
は
、
天

平
勝
宝
元
年
四
月
に
従
五
位
下
、
天
平
宝
字
三
年
六
月
に
従
五
位
上
、
同

年
七
月
に
従
四
位
下
木
工
頭
へ
昇
進
し
て
お
り
、『
万
葉
集
』
に
よ
れ
ば

勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）
六
月
に
は
大
堅
物
の
職
に
あ
っ
た
よ
う
だ注2注
。
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三
形
王
は
『
続
日
本
紀
』
で
は
〈
御
方
王
〉
と
も
表
記
さ
れ
る
。
宝
亀

三
年
（
七
七
二
）
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
復
し
た
〈
三
方
王
〉
と
い
う

人
物
が
お
り
、
三
形
王
と
は
別
人
と
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
三
方
王
と

同
時
に
官
位
を
復
し
た
〈
宗
形
王
〉
は
、
天
平
宝
字
三
年
六
月
十
六
日
条

に
無
位
か
ら
従
四
位
下
を
、
ま
た
同
時
に
御
方
王
（
三
形
王
）
も
従
四
位

下
を
授
か
っ
た
と
あ
り
、
そ
の
理
由
は
「
淳
仁
天
皇
の
父
で
あ
る
舎
人
親

王
に
尊
号
を
賜
う
に
従
い
、
母
を
大
夫
人
、
兄
弟
姉
妹
を
親
王
と
称
し
、

及
び
に
優
遇
す
べ
き
官
人
に
官
位
を
授
け
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た注2注
。

　

直
木
孝
次
郎
氏
は
「
二
世
王
の
蔭
位
は
従
四
位
下
（
選
叙
令
35
蔭
皇
親

条
）。
こ
れ
に
よ
り
従
四
位
下
を
授
け
ら
れ
た
御
方
王
以
下
の
五
名
は
舎

人
親
王
（
祟
神
尽
敬
皇
帝
）
の
孫
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
指
摘
す
る注2注
。
直

木
氏
の
指
摘
に
鑑
み
れ
ば
、
三
形
王
と
宗
形
王
は
近
親
者
で
あ
っ
た
と
推

定
で
き
る
。
同
条
に
親
王
と
し
て
三
品
を
授
か
っ
た
と
記
さ
れ
る
船
王
と

池
田
王
は
、
両
者
共
に
恵
美
押
勝
の
乱
に
連
座
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
淳

仁
天
皇
に
近
し
い
人
間
と
し
て
三
形
王
・
宗
形
王
は
処
罰
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か注2注
。
大
原
今
城
が
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
三
月
二
十
八
日
に
無
位
か

ら
従
五
位
上
に
復
し
て
い
る
ほ
か
、
多
数
の
人
物
が
前
後
数
年
間
に
復
位

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
方
王
や
宗
形
王
も
同
様
に
恩
赦
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
を
考
慮
す
る
と
、〈
三
方
王
〉
は
表
記
が
異
な
る
だ
け
で
〈
三
形

王
〉
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
〈
宗
形
王
〉
と
同
時
期

に
復
し
て
い
る
点
は
〈
三
方
王
〉
に
宗
形
王
と
似
通
っ
た
処
罰
が
下
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、〈
三
形
王
〉
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き

る
。
三
形
王
は
恵
美
押
勝
の
乱
で
失
脚
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か注2注
。
不
安
定
な
立
場
で
あ
っ
た
た
め
か
、
三
形
王
は
宴
歌
十
首
、
続
く

五
首
に
お
い
て
歌
を
詠
ん
で
い
な
い
。

　

先
に
引
用
し
た
四
四
八
四
番
歌
で
あ
る
が
、
四
五
〇
一
番
歌
「
八
千
種

の
花
は
う
つ
ろ
ふ
常
盤
な
る
松
の
さ
枝
を
我
は
結
ば
な
」
と
構
成
が
非
常

に
似
て
い
る
。「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
は
「
咲
く
花
を
一
時
の
栄

え
の
た
と
え
と
す
る
例
は
多
い
が
、
こ
こ
は
、
仲
麻
呂
の
、
朝
政
を
私
し

て
い
る
現
状
を
憎
み
、
こ
の
よ
う
な
悪
逆
が
長
く
続
く
は
ず
が
な
い
、
と

呪
っ
て
言
っ
た
も
の
。」
と
指
摘
し
て
い
る注2注
。
四
五
〇
一
番
歌
も
同
様
に

解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
咲
く
花
〉
及
び
〈
八
千
種
の
花
〉
は
〈
藤

原
仲
麻
呂
の
専
横
〉
に
関
係
す
る
何
ら
か
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

四
四
九
六
番
歌
・
四
四
九
七
番
歌
が
植
物
の
梅
を
褒
め
る
歌
な
の
で
あ

れ
ば
、
家
持
が
め
で
た
い
宴
席
で
こ
の
よ
う
な
寓
意
を
持
つ
歌
を
詠
む
必

要
は
な
い
た
め
、
仲
麻
呂
を
勢
い
づ
け
る
要
因
が
上
記
二
首
に
あ
っ
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

続
い
て
「
山
斎
を
属
目
し
て
作
る
歌
三
首
」
を
引
用
す
る
。

鴛
鴦
の
棲
む　

君
が
こ
の
山
斎　

今
日
見
れ
ば　

あ
し
び
の
花
も　

咲
き
に
け
る
か
も

右
の
一
首
、
大
堅
物
三
形
王 

（
巻
二
十
・
四
五
一
一
）

池
水
に　

影
さ
へ
見
え
て　

咲
き
に
ほ
ふ　

あ
し
び
の
花
を　

袖
に

扱
入
れ
な

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持 

（
巻
二
十
・
四
五
一
二
）

磯
影
の　

見
ゆ
る
池
水　

照
る
ま
で
に　

咲
け
る
あ
し
び
の　

散
ら

ま
く
惜
し
も
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右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

 

（
巻
二
十
・
四
五
一
三
）

　

清
麻
呂
邸
の
〈
山
斎
〉
に
つ
い
て
は
飛
田
範
夫
氏
の
「
奈
良
時
代
ま
で

の
庭
園
植
栽
」
に
詳
し
い注2注
。

『
万
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
海
洋
風
景
式
の
園
池
は
、
飛

鳥
時
代
の
蘇
我
馬
子
の
場
合
と
同
様
に
「
し
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

天
平
宝
字
２

年
（758
）
２

月
に
式
部
省
次
官
で
あ
っ
た
中
臣
清
麿

邸
で
行
わ
れ
た
宴
席
で
の
作
と
考
え
ら
れ
る
歌
に
、

鴛
鴦
（
オ
シ
ド
リ
）
の
住
む
君
が
こ
の
山
斎
今
日
見
れ
ば
馬
酔
木

の
花
も
咲
き
に
け
る
か
も
﹇4511
﹈

と
あ
る
。
他
の
歌
に
「
君
が
家
の
池
の
白
波
磯
に
寄
せ
」﹇4503

﹈

と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
し
ま
」
と
呼
ば
れ
て
た
庭
園

に
は
、
海
岸
の
荒
磯
を
表
現
し
た
石
組
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
庭
園
の
植
栽
だ
が
、
別
な
歌
に
は
「
磯
松
」﹇4498

﹈

と
あ
り
、
類
例
と
し
て
は
橘
諸
兄
（684-757

）
邸
で
の
歌
に
「
松

蔭
の
清
き
浜
辺
に
」﹇4271

﹈
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
辺
の
マ
ツ
林

を
模
し
て
数
多
く
マ
ツ
を
植
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
マ
ツ
だ
け
で
は
な
く
て
、
中
臣
邸
で
は
先
の
歌
の
よ

う
に
ア
セ
ビ
や
ウ
メ
﹇4502

﹈
な
ど
も
植
え
て
い
る
。
…

　
〈
磯
〉
は
海
洋
風
景
に
見
立
て
た
園
池
を
指
す
が
、
山
斎
と
呼
ば
れ
る

庭
園
の
う
ち
に
〈
磯
〉
に
似
せ
た
区
域
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
海
辺
の

松
林
を
模
す
た
め
、
清
麻
呂
が
数
多
く
の
松
を
植
え
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
家
持
が
四
四
九
八
番
歌
で
〈
磯
松
〉
を
ひ
い
た
の
は
こ
の
為
だ
ろ
う
。

市
原
王
が
四
五
〇
〇
番
歌
で
梅
の
花
に
話
題
を
戻
す
も
、
家
持
は
四
五
〇

一
番
歌
で
再
び
松
に
話
題
を
変
え
て
い
る
。
家
持
の
頑
な
な
姿
勢
を
察
し

た
の
か
、
四
五
〇
二
番
歌
か
ら
は
〈
磯
〉
に
重
き
を
置
い
た
歌
が
続
く
。

　

話
を
「
山
斎
を
属
目
し
て
作
る
歌
三
首
」
に
戻
す
。
三
形
王
は
清
麻
呂

の
山
斎
に
咲
く
〈
あ
し
び
の
花
〉
を
褒
め
称
え
て
い
る
。「
あ
し
び
の
花

も
」
と
他
の
花
を
念
頭
に
置
い
て
詠
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
前

十
首
で
言
及
の
あ
っ
た
咲
き
散
る
梅
の
花
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。〈
八
千

種
の
花
〉
は
「
た
く
さ
ん
の
花
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
前
十
首
で
頑

な
に
花
を
詠
ま
ず
松
や
庭
園
賛
美
に
終
始
し
た
家
持
が
、
四
五
一
二
番
歌

に
詠
ま
れ
た
あ
し
び
の
花
に
関
し
て
饒
舌
な
の
は
非
常
に
違
和
感
が
あ

る
。
こ
の
歌
は
家
持
が
あ
し
び
の
花
を
〈
八
千
種
の
花
〉
か
ら
除
外
し
て

い
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

　

以
上
に
鑑
み
る
と
、
や
は
り
〈
八
千
種
の
花
〉
は
清
麻
呂
邸
の
庭
園
に

咲
く
植
物
の
花
で
は
な
く
、
仲
麻
呂
に
関
す
る
事
象
を
寓
意
し
て
い
る
と

み
る
べ
き
で
あ
り
、〈
梅
〉
に
喩
え
ら
れ
た
清
麻
呂
女
と
仲
麻
呂
派
子
息

の
婚
姻
に
よ
り
、
清
麻
呂
と
い
う
実
力
者
を
得
た
仲
麻
呂
派
が
更
に
勢
い

づ
く
こ
と
を
危
惧
し
て
の
言
葉
選
び
だ
と
考
え
る
の
が
最
も
蓋
然
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
天
平
宝
字
二
年
時
の
今
城
と
家
持
、
三
形
王
の
関
係
性

や
立
場
が
、
宴
席
歌
含
む
一
八
首
か
ら
明
瞭
に
う
か
が
え
る
と
い
え
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、「
式
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
が
宅
に
し
て
宴
す
る
歌
十
首
」

に
お
け
る
〈
梅
〉
の
新
解
釈
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
宴
席
歌
群
に
あ
っ

た
違
和
感
は
、
当
時
の
場
に
二
種
の
〈
梅
〉
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
方
に
あ
た
る
〈
清
麻
呂
女
〉
を
指
す
、
と
い
う
可
能
性
を
見
落
と

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
宴
の
筋
や
大
意
、
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
場
景
に

齟
齬
が
生
じ
た
こ
と
に
因
る
も
の
だ
と
筆
者
は
推
察
す
る
。
十
首
の
内
に

は
庭
植
物
で
あ
る
梅
も
読
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
疑
問
視
さ
れ
る

こ
と
な
く
〈
庭
の
梅
〉
や
〈
主
人
清
麻
呂
を
褒
め
称
え
る
宴
〉
と
し
て
通

説
化
し
た
も
の
と
み
え
る
。
こ
の
解
釈
を
元
に
、
新
た
な
観
点
を
加
え
て

十
首
を
意
訳
し
流
れ
を
整
理
し
た
い
。
ま
た
、
独
自
の
意
訳
部
分
以
外
は

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
』
の
意
訳
を
引
用
し
た
。

恨
め
し
い
お
方
で
す
ね
。
あ
な
た
の
娘
さ
ん
が
男
性
と
関
係
を
持
つ

ま
で
（
梅
の
花
が
散
り
す
ぎ
る
ま
で
）、
娘
さ
ん
を
私
に
見
せ
て
く

だ
さ
ら
な
か
っ
た
の
は
。 

（
意
訳
）

右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人 

（
巻
二
十
・
四
四
九
六
）

あ
な
た
が
見
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
な
ら
ば
、
い
や
と
申
し
ま
し
ょ

う
か
。
娘
が
男
と
関
係
を
持
つ
ま
で
（
梅
の
花
が
散
り
す
ぎ
る
ま

で
）、
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

 

（
意
訳
）

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣 

（
巻
二
十
・
四
四
九
七
）

慕
わ
し
い
、
今
日
の
宴
の
主
人
は
、
磯
松
の
よ
う
に
変
ら
ず
に
あ
っ

て
く
だ
さ
い
。
今
も
お
見
か
け
し
て
い
る
よ
う
に
。

 

（「
新
編
全
集
」）

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
祢
家
持 

（
巻
二
十
・
四
四
九
八
）

あ
な
た
が
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
天
地
の
神
に
祈
っ
て

長
寿
を
願
お
う
。 

（「
新
編
全
集
」）

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣 

（
巻
二
十
・
四
四
九
九
）

梅
の
花
の
香
り
が
慕
わ
し
さ
に
、
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、
心
は
絶

え
ず
あ
な
た
を
思
っ
て
お
り
ま
す 

（「
新
編
全
集
」）

右
の
一
首
、
治
部
大
輔
市
原
王 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
〇
）

数
々
の
花
は
色
褪
せ
る
も
の
で
す
。
色
を
変
え
な
い
松
の
木
の
枝
を

わ
れ
わ
れ
は
結
び
ま
し
ょ
う
。

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
祢
家
持 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
一
）

梅
の
花
が
ち
ら
ほ
ら
散
る
春
の
、
長
い
日
ず
っ
と
見
て
も
飽
き
な
い

お
庭
の
磯
で
す
な
あ
。 

（「
新
編
全
集
」）

右
の
一
首
、
大
蔵
大
輔
甘
南
備
伊
香
真
人

 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
二
）

あ
な
た
の
お
邸
の
池
の
白
波
が
磯
に
寄
せ
る
よ
う
に
、
し
げ
し
げ
見

て
も
飽
き
な
い
あ
な
た
で
す
ね
。 

（「
新
編
全
集
」）

右
の
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
祢
家
持　
　
（
巻
二
十
・
四
五
〇
三
）

素
晴
し
い
方
だ
と
わ
た
し
が
思
う
あ
な
た
。
も
っ
と
毎
日
で
も
お
出

で
く
だ
さ
い
な　

絶
え
る
日
な
し
に 

（「
新
編
全
集
」）

右
の
一
首
、
主
人
中
臣
清
麻
呂
朝
臣 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
四
）

磯
蔭
に
夜
昼
い
つ
も
来
て
す
む
、
お
し
ど
り
の
そ
の
惜
し
い
こ
の
身

は
あ
な
た
に
お
預
け
し
ま
す 

（「
新
編
全
集
」）
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右
の
一
首
、
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人 

（
巻
二
十
・
四
五
〇
五
）

　

上
記
の
解
釈
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き
点
を
挙
げ
る
。
四
五
〇
一
番
歌
で

家
持
は
〈
梅
〉
を
詠
ま
ず
更
に
梅
を
間
接
的
に
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
〈
八

千
種
の
花
〉
が
清
麻
呂
女
（
梅
）
を
表
す
と
す
れ
ば
、
藤
原
南
家
の
子
息

と
清
麻
呂
女
と
の
婚
姻
を
歓
迎
し
て
い
な
い
と
い
う
家
持
の
内
心
が
読
み

取
れ
る
。
反
仲
麻
呂
派
の
家
持
に
と
っ
て
は
親
し
い
清
麻
呂
と
藤
原
氏
の

結
束
が
強
固
に
な
る
の
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、〈
花
で
結
ば
れ
た

絆
＝
婚
姻
に
よ
る
藤
原
仲
麻
呂
派
と
の
結
束
〉
よ
り
も
〈
松
の
枝
で
結
ば

れ
た
変
わ
ら
な
い
個
々
の
永
久
の
絆
〉
を
重
要
視
し
た
い
と
い
う
家
持
の

保
身
と
思
惑
が
現
れ
た
、
政
治
的
要
素
を
含
む
歌
だ
と
考
え
ら
れ
る注2注
。

　

続
く
四
五
〇
二
番
歌
は
、
四
五
〇
一
番
歌
が
寓
す
る
意
図
を
読
み
取

り
、
清
麻
呂
へ
の
配
慮
も
兼
ね
て
庭
の
梅
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
焦

点
を
磯
に
合
わ
せ
た
。
婚
姻
祝
い
と
い
う
め
で
た
い
席
だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
家
持
の
歌
は
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
四
五
〇
三
番
歌
に
お
い
て
も
、
家

持
は
頑
な
に
〈
梅
〉
を
詠
ま
な
い
。
対
し
て
四
五
〇
五
番
歌
は
、
巨
勢
麻

呂
子
息
と
清
麻
呂
女
の
婚
姻
に
よ
っ
て
清
麻
呂
と
今
城
の
結
束
が
強
固
に

な
り
、
仲
麻
呂
の
勢
力
が
更
に
磐
石
に
な
る
喜
び
を
表
し
て
い
る
と
受
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
中
臣
清
麻
呂
宅
宴
席
歌
群
の
新
し
い
解
釈
を
提
起
・
検
討
し
た
。

や
は
り
、
梅
を
寿
ぐ
歌
が
続
く
な
か
で
〈
家
持
が
一
度
も
梅
を
詠
ま
な
い
〉

と
い
う
点
は
不
可
解
で
あ
り
、〈
散
り
過
ぐ
る
〉
と
強
調
さ
れ
た
梅
が
春

の
風
物
詩
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
も
思
え
な
い
。
大
伴
家
持
と
大
原

今
城
の
水
面
下
で
の
対
立
、
宴
の
後
の
清
麻
呂
の
出
世
（
仲
麻
呂
政
権
下
）

を
考
慮
し
て
も
、
前
述
し
た
解
釈
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
本
稿
二
章
で
指
摘
し
た
〈
政
治
派
閥
の
対
立
構
造
〉
に
関
し
て
、

後
に
続
く
「
興
に
依
り
て
、
お
の
も
お
の
も
高
円
の
離
宮
処
を
思
ひ
て
作

る
歌
五
首
」
が
政
治
的
な
批
判
を
含
ん
だ
歌
群
で
あ
る
の
は
注
目
に
値
す

る
。
宴
が
興
じ
た
末
に
こ
れ
ら
五
首
が
詠
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
考
察
し
た

十
首
も
政
治
的
な
意
味
を
持
ち
え
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
宴
が
連
続

し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、〈
婚
姻
を
寿
ぐ
宴
〉
か
ら
〈
政
治
歌
〉
に
内
容

が
変
化
す
る
と
い
う
の
は
、
前
者
に
も
要
素
の
一
端
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
・
政
治
的
観
点
か
ら
も
、
更
な
る
検
討
が

必
要
な
歌
群
だ
と
考
え
る
。

注１　

こ
の
歌
群
は
写
本
の
系
統
に
よ
っ
て
「
十
首
」
ま
た
「
十
五
首
」

に
区
分
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
「
十
首
」
の
形
式
を
採
用
す

る
。

２　

例
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
「
花
は
み
な
散
り
す
ぎ
て
、
な

ご
り
か
す
め
る
梢
の
緑
緑
な
る
木
立
…
（
引
用
は
、
校
注
・
訳
：

阿
部
秋
生
・
秋
山 

虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
「
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
23
」『
源
氏
物
語
④
』（
小
学
館
・
一
九
九
六
年
）」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

３　

四
五
〇
二
番
歌
「
咲
き
散
る
」
が
「
ち
ら
ほ
ら
散
る
（「
新
編
全

集
」）」
と
訳
さ
れ
る
よ
う
に
、
散
り
ゆ
く
過
程
に
あ
る
花
の
表
現

で
あ
る
。
後
注
に
挙
げ
た
「
咲
き
散
る
」
を
含
む
和
歌
も
同
様
に

訳
さ
れ
る
。
な
お
「
咲
き
散
り
ぬ
」
の
よ
う
に
過
去
や
完
了
を
表



75

す
助
動
詞
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
が
、
問
題
の
四
五

〇
二
番
歌
は
該
当
し
な
い
。

４　

小
島
憲
之　

木
下
正
俊　

東
野
治
之
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

９

」『
萬
葉
集
④
』
小
学
館　

一
九
九
六
年
。
四
五
三
頁
〜
四
五

五
頁
。
他
に
、
小
島
憲
之　

木
下
正
俊　

東
野
治
之
「
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
①
〜
③
』（
小
学
館　

一
九
九
四
〜
一

九
九
五
年
）
を
、
万
葉
歌
を
引
く
際
に
適
宜
使
用
し
た
。

５　

伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注　

十
』
集
英
社　

一
九
九
八
年
。
七
八
六

頁
。

６　
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９

」『
萬
葉
集
④
』
四
五
三
頁
。

７　

実
際
の
序
の
作
者
は
山
上
憶
良
と
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
宜
へ
の

書
簡
の
内
容
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
序
か
ら
「
松
浦
川
に
遊
ぶ
序
」

に
至
る
歌
文
が
旅
人
自
身
の
編
術
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
旅
人
は
こ
の
時
期
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
事

は
確
か
で
あ
る
の
で
、
実
作
者
が
憶
良
で
あ
っ
た
と
し
て
も
旅
人

が
類
似
し
た
環
境
（
も
と
い
宴
の
設
定
）
に
あ
っ
た
こ
と
に
相
違

は
な
い
。（「
新
編
全
集
」
巻
五
・
八
一
五
番
歌
、「
新
編
全
集
」

巻
八
・
一
六
三
九
番
歌
の
頭
注
を
参
考
）。

８　
「
新
編
全
集
」『
萬
葉
集
』
は
、「
現
在
、
大
宰
府
周
辺
の
梅
の
満

開
は
普
通
三
月
中
旬
」
と
注
釈
し
て
お
り
（『
萬
葉
集
②
』・
四
三

頁
）、
更
に
見
ご
ろ
の
時
期
が
下
る
可
能
性
が
あ
る
。

９　
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９

」『
萬
葉
集
④
』
三
三
九
頁
。

10　

改
訂
新
版
『
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社　

二
〇
一
四
年
。【
ウ

メ
】
項
に
、「
萌
芽
前
の
２

〜
４

月
に
開
花
」
と
記
載
が
あ
り
、

現
在
の
梅
の
開
花
時
期
は
、
地
域
差
を
考
慮
し
て
も
奈
良
時
代
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
推
測
で
き
る
。

11　
「
咲
き
散
る
」
は
「
さ
き
ち
﹇
ら
﹈﹇
り
﹈﹇
る
﹈﹇
れ
﹈」「
さ
き
て

ち
﹇
る
﹈﹇
り
﹈」「
さ
き
か
ち
る
」「
さ
き
か
も
ち
る
」
を
含
む
歌
、

「
散
り
過
ぐ
」
は
「
ち
り
す
﹇
ぎ
﹈﹇
ぐ
﹈﹇
ぐ
る
﹈」「
ち
り
て
す
ぎ
」

「
ち
り
か
す
﹇
ぎ
﹈﹇
ぐ
﹈」
を
含
む
歌
を
調
査
し
た
。
結
果
、「
咲

き
散
る
」
は
、
120
、
231
、
400
、
829
、
841
、
1510
、
1841
、
1900
、
1922
、

1942
、
1976
、
2252
、
2282
、
2287
、
2289
、
3993
、
4041
、
4502
番
各
歌
。「
散
り
過
ぐ
」

は
、
816
、
1489
、
1554
、
1557
、
1599
、
1651
、
1684
、
1747
、
1749
、
1834
、
1973
、

2152
、
2286
、
2290
、
3333
、
3779
、
4395
、
4496
、
4497
番
各
歌
が
該
当
し
た
。
な

お
「
咲
く
」「
散
る
」
が
離
れ
て
い
る
句
（
対
句
な
ど
）
は
対
象

か
ら
除
外
し
た
。

12　
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
』
一
九
〇
〇
番
・
頭
注
に
、

「「
花
光
」
二
字
を
花
の
照
り
輝
く
意
に
用
い
る
こ
と
は
、
六
朝
詩

や
唐
詩
に
例
を
見
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
す
っ
か
り
散
っ
て
し

ま
っ
た
梅
の
園
を
表
す
に
は
、
こ
の
表
現
は
不
適
切
で
あ
る
。

13　

拙
稿
「〈
花
か
つ
み
考
〉
│
│
『
万
葉
集
』
六
七
五
番
歌
の
検
討

│
│
」『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
第
六
十
四
号　

学
習

院
大
学
国
文
学
会　

二
〇
二
一
年
三
月
。

14　

黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
『
尊
卑
分
脈
』
第
２

篇　

吉
川
弘

文
館　

四
一
八
頁
。

15　
「
秋
さ
ら
ば　

移
し
も
せ
む
と　

我
が
蒔
き
し　

韓
藍
の
花
を　

誰
か
摘
み
け
む
（
1362
番
歌
）」。
韓
藍
の
花
は
作
者
が
目
を
つ
け
た

女
性
を
指
し
、
行
動
し
な
い
内
に
他
の
男
性
に
奪
わ
れ
た
こ
と
を
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暗
喩
し
て
い
る
。

16　

阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
第
10
巻　

笠
間
書
院　

二
〇
一

五
年
。
五
九
一
頁
。

17　

木
本
好
信
『
万
葉
時
代
の
人
び
と
と
政
争
』
お
う
ふ
う　

二
〇
〇

八
年
。
Ⅰ
・
大
伴
家
持
と
平
城
京
の
政
界
〔
一
・
大
伴
家
持
と
平

城
京
の
政
界
〕
三
〇
、
三
一
頁
。

18　

官
位
に
関
す
る
記
述
は
全
て
、
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
集
会
編

集
「
国
史
大
系　

第
二
巻
」『
續
日
本
紀
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九

三
五
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
以
後
特
に
注
記
の
な
い
場
合
、
官
位

や
人
物
の
進
退
に
関
す
る
事
柄
の
詳
細
は
『
續
日
本
紀
』
の
条
文

に
照
ら
し
た
も
の
と
す
る
。

19　

阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
第
10
巻　

五
五
六
、
五
五
七
頁
。

20　

木
本
好
信
『
万
葉
時
代
の
人
び
と
と
政
争
』
Ⅰ
・
大
伴
家
持
と
平

城
京
の
政
界
〔
二
・
大
伴
家
持
の
娘
〕、
七
〇
頁
。

21　

倉
本
一
宏
『
藤
原
氏
│
│
権
力
中
枢
の
一
族
』
中
央
公
論
新
社　

二
〇
一
七
年
。
一
一
四
、
一
一
五
頁
。

22　
『
萬
葉
集
』
四
四
八
三
番
歌
題
詞
よ
り
。

23　
『
續
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年
六
月
十
六
日
条
よ
り
。
二
六
二
頁
。

24　

直
木
孝
次
郎
『
続
日
本
紀
３

』
平
凡
社　

一
九
九
〇
年
。「
巻
第

二
十
二
」
注
一
九　

五
七
頁
よ
り
。

25　
『
續
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
七
月
二
十
七
日
条
に
、「
塩
焼
王
者

唯
預
四
王
之
列
。
然
不
会
謀
庭
。
亦
不
被
告
。
而
縁
道
祖
王
者
應

配
遠
流
罪
。
然
其
父
新
田
部
親
王
以
清
明
心
仕
奉
親
王
也
。
可
絶

其
家
門
夜止
為
奈母
此
般
罪
免
給
。（
旧
字
体
は
筆
者
が
新
字
体
に
改
め

た
）」
と
記
述
が
あ
る
（
実
際
は
父
の
功
績
を
も
っ
て
恩
赦
）。

よ
っ
て
舎
人
親
王
の
孫
で
あ
り
廃
帝
淳
仁
の
甥
と
目
さ
れ
る
三
形

王
が
罪
に
問
わ
れ
縁
坐
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ち
な

み
に
『
律
令
』（
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
「
日

本
思
想
大
系
３

」
岩
波
書
店　

一
九
七
六
年
）
に
よ
る
と
「
反
逆

縁
坐
流
（
謀
反
大
逆
犯
の
祖
孫
兄
弟
が
処
せ
ら
れ
る
遠
流
（
賊
盗

１

））
は
除
名
・
配
流
処
分
（
名
例
律
第
一
11
）」
に
値
す
る
（
恩

赦
が
下
る
場
合
も
除
名
は
免
れ
な
い
（
名
例
律
第
一
18
））。

26　
『
續
日
本
紀
』
延
暦
元
年
閏
正
月
十
八
日
条
・
同
年
正
月
十
九
日

条
に
お
い
て
、
三
方
王
と
家
持
が
氷
上
川
継
の
謀
反
に
関
与
し
た

と
し
て
連
座
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
乱
は
「
皇
位
継
承
に
絡

む
藤
原
式
家
の
政
治
的
陰
謀
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
（『
日
本

大
百
科
全
書
』【
氷
上
川
継
】
項
）」
と
も
目
さ
れ
る
た
め
、
三
方

王
は
家
持
と
同
じ
く
藤
原
氏
に
不
穏
分
子
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
延
暦
元
年
三
月
二
十
六
日
条
に
は
「
天

皇
を
呪
詛
し
た
罪
で
弓
削
女
王
（
三
方
王
妻
）
を
三
方
王
と
共
に

日
向
国
に
流
し
た
」
と
あ
る
が
、
弓
削
女
王
は
三
方
王
と
同
じ
く

舎
人
親
王
の
孫
で
あ
り
、
年
齢
や
縁
戚
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
三
形

王
と
三
方
王
を
同
一
人
物
と
み
な
す
傍
証
に
な
り
う
る
と
思
わ
れ

る
。

27　
「
新
編
全
集
」『
萬
葉
集
④
』
四
四
八
四
番
歌
頭
注
。
四
四
七
頁
。

28　

飛
田
範
夫
「
奈
良
時
代
ま
で
の
庭
園
植
栽
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

研
究
：
日
本
造
園
学
会
誌　

62
巻
１

号
』
日
本
造
園
学
会　

一
九

九
八
年
八
月
。
六
一
頁
。
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29　

四
五
〇
一
番
歌
の
不
自
然
さ
に
関
し
て
は
、
阿
蘇
瑞
枝
氏
が
「
初

め
の
十
首
の
う
ち
の
客
の
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
、
主
人
清
麻
呂
を
賞

め
る
か
、
清
麻
呂
の
邸
の
庭
園
を
賞
め
る
か
で
あ
る
の
に
対
し

て
、「
八
千
種
の
花
」
を
退
け
、「
と
き
は
な
る
松
の
さ
枝
を
わ
れ

は
結
ば
な
」
と
全
体
の
空
気
に
そ
ぐ
わ
な
い
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

続
く
伊
香
真
人
が
、
四
五
〇
二
で
、
清
麻
呂
の
庭
園
を
、「
長
き

日
を
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ
磯
に
も
あ
る
か
も
」
と
詠
ん
だ
の
で
、
家

持
も
ふ
た
た
び
清
麻
呂
を
讃
美
す
る
歌
、
四
五
〇
三
を
詠
ん
で
い

る
が
、
松
の
さ
枝
の
歌
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。

（『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
第
10
巻　

五
八
八
頁
。）」
と
指
摘
し
て
い

る
。


